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症例検討会

２００５年５月１８日合同病棟会にて、スタッフ１１名の参加で症例検討会を行ないました。
症例は危機に陥り、看護ケア・治療・検査を拒否する患者で、スタッフ全員で拒否の行動が
あった場面をプロセスレコードを起こし看護を振り返りました。今回皆で症例を考える良い機
会になりました。その時のスタッフの意見・様子、主任の声を紹介します。

患者が拒否している要因とNｓの思い(スタッフの意見より）

・患者は全身倦怠感があった

・一人になりたいという気持ちではないか

・信頼関係が築けていなかった

・継続した関わりができていなかった

・状態がどんどん悪化し、生死に関する関心が強かった

・同情されたくないという思いがあった

・Ｎｓの対応⇒その場その場の対応だった

・患者に対して先入観を持っていた

・性格上こちらから手を差し伸べることが出来なかった

・難しい患者と決めつけず一歩踏み込むべきだった

・医療不信だと解っていたが深くは関われなかった

・日々、カンファレンスができればよかった

・とても寂しかったと思う

・家族にそばにいて欲しかったのではないか

今回今回今回今回のののの事例検討会事例検討会事例検討会事例検討会ではではではでは、、、、スタッスタッスタッスタッ
フフフフそれぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの色色色色々々々々なななな思思思思いがいがいがいが聞聞聞聞けけけけ
てててて、、、、頼頼頼頼もしくもしくもしくもしく感感感感じるとともにじるとともにじるとともにじるとともに充充充充
実実実実したしたしたした時間時間時間時間でしたでしたでしたでした。。。。これからもこれからもこれからもこれからも
日日日日々々々々のののの業務業務業務業務のののの中中中中でででで起起起起きるきるきるきる問題問題問題問題をををを
振振振振りりりり返返返返ることでることでることでることで、、、、少少少少しずつしずつしずつしずつ成長成長成長成長
していければとしていければとしていければとしていければと思思思思いますいますいますいます。。。。
（（（（２２２２階病棟階病棟階病棟階病棟：：：：井上矢子井上矢子井上矢子井上矢子））））

今回今回今回今回のののの事例事例事例事例をををを通通通通してしてしてして、、、、患者患者患者患者のののの怒怒怒怒
りりりり・・・・攻撃攻撃攻撃攻撃のののの背景背景背景背景にあるものがにあるものがにあるものがにあるものが情情情情
報不足報不足報不足報不足であったことをであったことをであったことをであったことを痛感痛感痛感痛感しましましましま
したしたしたした。。。。今後今後今後今後ははははカンファレンスカンファレンスカンファレンスカンファレンスをををを
持持持持ちちちち、、、、患者患者患者患者のののの情報情報情報情報をををを共有共有共有共有したいしたいしたいしたい
とととと思思思思いますいますいますいます。。。。
（（（（３３３３階病棟階病棟階病棟階病棟：：：：松田松田松田松田はるみはるみはるみはるみ））））

呼吸器学習会

２００５年６月８日に現在使用中の人工
呼吸器Ｔバードの学習会を８名で開催。
業者の方の説明を熱心に聞く参加者です。
人工呼吸器を安全に使用し管理していく
上で、定期的な講習の必要性が認識でき
ました。

※参加していないスタッフは再度７月の病棟会で事例検討会の予定です。

病棟の取り組み
（病棟 看護師長代理 題佛真覚実）



第3回

変則勤務によって睡眠障害、作業能力の低下、消化器症状、精神症状など様々な健康障害が
でてきます。これらを回避するための対処方法を一部載せましたので、お役立てください。

外来：茶円美保（保健師）

睡眠睡眠睡眠睡眠 仮眠仮眠仮眠仮眠：体内時計との同調を考えると、２～３時間の仮眠が理想的。２～３時間の仮眠が困難で
あれば、深いノンレム睡眠に入る前までの20～30分間にとどめる。仮眠の直後はミスを生じや

すい状態であるので注意が必要。
夜勤後夜勤後夜勤後夜勤後：できるだけ早く就寝する。家族に協力を求め、生活上の音を遮断して睡眠環境を守る
必要がある。
飲食飲食飲食飲食：就寝前の少なくとも5時間前からはカフェインを避け、就寝前に消化のよい食事を摂り、

満腹や空腹で就寝しない。
光光光光：夜勤明け帰宅時の強い日光は入眠を遅らせるので、サングラスをかけるなどして避けると
よい。
温度温度温度温度：体温下降は入眠促進につながるため、ぬるめの入浴やシャワーでいったん体温を上げ、
夏季などにはクーラーで寝室温度を下げるようにする。

食事食事食事食事 夜勤夜勤夜勤夜勤のののの食事食事食事食事はははは夜勤中夜勤中夜勤中夜勤中よりよりよりより夜勤前後夜勤前後夜勤前後夜勤前後にににに摂摂摂摂るるるる
特に深夜勤務の場合、消化器症状を訴える人が少なくない。夜勤前に30分でもいいので早く起
きて食事の時間を確保する。帰宅後はすぐに食事を済ませ、食後1時間ほど経ってから就寝する

と、胃もたれや体重増加などのデメリットを回避することができる。

肌肌肌肌のののの手入手入手入手入れれれれ
そのそのそのその日日日日のののの汚汚汚汚れはそのれはそのれはそのれはその日日日日にににに落落落落とすとすとすとす
乳液乳液乳液乳液でででで簡単簡単簡単簡単クレンジングクレンジングクレンジングクレンジング：仮眠する時や疲れて「顔を洗う元気もない」という時は、顔全体を
乳液でサッと拭く。
週週週週にににに一度一度一度一度はははは蒸蒸蒸蒸ししししタオルマッサージタオルマッサージタオルマッサージタオルマッサージ：新陳代謝が活発になる。また、気持ちが良く、眠ってしま
う人もいるらしい。蒸しタオルはぬらしたタオルをレンジで1分温めるとすぐできる。

頭皮頭皮頭皮頭皮クレンジングクレンジングクレンジングクレンジング：頭髪の毛根からは顔の数倍の皮脂が分泌され、ストレスや変則勤務により
更に増加する。そのため、頭皮はとても汚れやすい。また、頭皮が弾力を失ってたるむと、顔
の皮膚も下垂する。シャンプーをつけたら、指の腹を頭皮に固定し、汚れをもみ出すようにま
んべんなく洗う。

先般行われたＰＥＩＴ、ＰＴＸで指導医で来院された東海大学病院の
角田先生に「すばらしいスタッフですね」とお褒めいただいた手術室の

ナースの一人である今井ひとみさんにインタビューしました。

Ｑ：１才を初めに４人のお子さんの育児や家庭と仕事の
両立の秘訣は？
Ａ：主人と託児所の協力があって続けられていると思い
ます。託児所は急な残業でも電話1本で気持ちよく

対応してもらえるので助かります。

Ｑ：仕事が辛いと思ったことはないですか？
Ａ：残業が続くとありますが、ぐっすり寝られたら忘れ
てしまします。仕事が好きですし、家族との団欒も
守っていきたいですから。

当院の保育所（すみれナーサリルーム）にお子様をあず
け、仕事と家庭の両立をうまく行い、仕事が好きでがん
ばっている今井さん、笑顔で答えて下さいました。

（外来 看護師長代理 佐々木しのぶ）



【個人情報保護法とは】 （十全クリニック 看護師長 牛崎ルミ子）

個人情報の保護に関する法律が2005年4月1日に全面施工されました。この法律は、高度
情報通信社会の発展に伴い個人情報の利用が著しく拡大している背景から、個人情報の有用性
に配慮しつつ、個人の権利利益を保護することを目的とする（第1条）個人情報とは、生存す
る個人の情報であって、特定の個人を識別できる情報です。

個人情報個人情報個人情報個人情報とはとはとはとは

基本データ：氏名・住所・電話番号・生年月日・家族・配偶者・出身地・就学・就業先など

生活背景情報：学歴・結婚歴、趣味・嗜好、身体特性、交友関係、
金融・資産などの個人情報、性格診断・心理テストなど

特定情報 ：看護記録・カルテ・検査記録・レセプト情報
本籍、信教、政治的見解、犯罪歴、性生活など

医療個人情報は、守秘義務・患者の権利から、より積極的に患者情報を尊重した法制度で、医
療分野では法8条に基づき厚労省が「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取り扱いの
ためのガイドライン」を出しています。 看護では、日本看護協会から指針や倫理で個人情報の
考え方が出されています。

個人情報保護個人情報保護個人情報保護個人情報保護のののの体系体系体系体系

法

ガイドライン
（厚労省）

自主規制

日本看護協会

個人情報保護法

医療・介護関係事業者における個人
情報の適切な取り扱いのためのガイ
ドライン

日本医師会 全日病協会 日本看護協会

看護記録および診療情報の取り扱い
に関する指針

看護の倫理綱領

個 人 情 報 保 護 法個 人 情 報 保 護 法個 人 情 報 保 護 法個 人 情 報 保 護 法 のののの
枠組枠組枠組枠組みみみみ
※※※※各施設各施設各施設各施設でででで整備整備整備整備

☆利用目的の通知
☆目的外利用の原則禁止
☆安全管理措置
☆従業員および委託先の
監督
☆個人への情報の原則開示
☆第三者提供の原則禁止

以上の体系・枠組みから、あらかじめ本人の同意を得ないで特定された利用目的の達成に必要な範囲
を超えて、個人情報を取り扱ってはなりません。また、あらかじめ本人の同意を得ないで第３者に提供
してはならないとなっています。施設では、掲示ポスター、ホームページへの掲載を明示されています。

看護実践においては、「目的外利用の原則禁止」「第三者提供の原則禁止」というキーワードを立ち止
まって考え、他の人に相談して判断しましょう。看護記録においては、同様に立ち止まり、最終判断ま
で至る経過、判断した理由を記しておきましょう。臨床の現場では、「第三者提供の原則禁止」の中に
研究・医学誌への掲載、臨床治験、学生実習への協力、満足度調査など通常業務で想定される個人情報
の利用目的を開示して解消していかなくてはいけません。患者の声、スタッフの声を活かして改善しま
しょう。

（編集：岡山、牛崎、題佛、佐々木、茶円、野本）


